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．
敏
　
育
　
、
研
　
究
　
二
日

　
　
瓢
n
月
二
口
口
糊
置
後
｛
議
決
叩
畿
－

　
　
重
三
大
喪
學
部
脅
談
窺
　
　
　
　
　
　
　
．

・
「
購
。
藩
的
難
設
的
鰍
育
に
つ
い
て
嬬
　
　
　
　
　
松
晒
絶
　
一
　
徳

　
從
凍
あ
國
寒
窯
幾
三
舞
｛
敏
育
よ
り
貌
し
て
新
し
い
・
方
向
を
と
り
つ
ン

あ
る
我
が
瞬
4
3
曜
駅
讃
呂
が
其
撚
職
菌
…
に
は
舶
押
何
な
る
も
の
購
協
あ
る
べ
き
か
に
つ

い
て
、
現
雀
、
霊
命
館
高
談
の
三
雲
と
し
て
，
笠
雲
に
託
て
箕
際
に
評
畿

し
、
管
施
さ
れ
つ
》
あ
る
激
育
に
つ
い
て
費
表
さ
れ
た
。
飾
…
ち
、
　
「
こ
れ

か
ら
の
歎
育
の
目
的
は
置
ハ
の
人
聞
を
作
る
に
廊
る
。
ル
、
し
て
眞
の
人
日
と

は
、
　
門
、
襯
黒
か
寮
傭
旧
聾
田
を
も
ち
．
　
そ
の
礁
脚
す
る
圃
賦
蛮
陛
に
調
て
，
　
聴
す
べ
き

鶴
堺
を
積
纏
的
に
淫
行
し
、
鮭
脅
の
擁
牽
・
饗
展
に
寄
興
す
る
人
問
属
に

他
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
蹴
r
轡
ハ
は
、
総
臼
囎
劇
依
然
た
る
保
」
∴
響
的
燕
論
一
4
の
購
執

及
び
之
と
反
購
の
、
甥
．
貴
離
れ
の
し
た
新
教
麿
の
窯
張
が
横
行
し
て
み

る
。
古
物
に
聾
し
我
が
國
の
二
三
に
薄
し
建
設
的
な
進
帝
を
促
饗
す
る
入

糊
を
育
〃
成
す
る
と
云
ふ
方
向
を
と
恐
べ
き
で
あ
る
◎
し
と
し
、
　
斯
る
見
池

に
宵
…
つ
學
校
の
露
押
の
方
を
、
〔
賜
澱
r
淋
黙
環
蟻
…
の
二
型
八
一
　
瓜
回
数
長
瀞
…
程
の
編
成

，
説
教
舗
の
誤
り
繭
ガ
　
の
窯
つ
を
寒
心
と
し
て
詳
し
く
論
罫
ら
れ
た
。
畿
薫

後
、
　
「
實
施
さ
れ
て
み
る
方
法
偏
コ
逃
睡
的
の
語
の
嚇
’
瞭
」
「
興
隆
黛
細
鞄

の
取
教
ひ
鵜
「
先
撫
へ
の
一
繋
撫
氷
し
麹
ザ
に
ウ
い
て
早
鐘
を
鯉
打
ふ
。
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醗
単
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後
の
ソ
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晶
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の
数
輩
昌
力
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と
そ
の
轡
鴇
濾
の
燃
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親
穿
鞭
、
臨
戚
噂
由
－
の
薪
究
と
、
昨
寒
凱
滋
の
榔
鋼
田
生
活
で
の
見
鞘
と
か
…
蛮
へ
て

綾
介
さ
れ
た
。
鍵
も
、
革
命
綴
喜
育
方
針
と
し
て
病
げ
ら
わ
た
　
鵜
敷
育

の
入
筑
大
策
へ
の
臨
敷
：
：
國
篤
数
育
義
務
鋼
の
鴛
施
、
倫
鹸
入
の
醗
放

：
：
男
女
典
學
、
壁
民
旋
源
放
：
：
数
實
ゑ
の
畏
族
戴
難
瑚
、
④
政
治
敏

育
：
：
敬
宥
と
蛮
敏
の
介
離
と
輿
産
窯
義
教
育
、
④
敢
魯
慮
婁
驚
禽
の
建

設
：
：
庚
謹
披
術
歌
育
め
害
及
、
ゆ
三
巴
の
要
求
：
：
R
三
主
澱
数
育
思

潮
の
探
溺
と
そ
の
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
攣
溢
、
の
各
頂
員
に
ウ
い
て
具
・

礁
的
な
翻
介
が
あ
り
、
後
愈
貸
申
の
蜘
留
懇
鰺
港
の
見
聞
の
搬
表
も
な
さ

れ
、
ソ
瀧
邦
江
於
け
る
敬
官
の
費
状
に
つ
い
て
質
疑
が
交
さ
れ
た
（
静
了

九
二
・
悉
。

　
　
山
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臨
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掌
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家
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議
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マ
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タ
ソ
の
。
プ
ラ
グ
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テ
ィ
ズ
ム
椥
軸
醐
剋
」
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仙
　
　
剛
嚇
　
　
　
蜘
繊

　
ジ
ヤ
ツ
ク
・
マ
リ
タ
ン
の
携
3
8
瀞
帆
9
副
聾
｛
ケ
O
O
δ
湊
轟
O
謬
畠
に
線
っ

て
．
被
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
甜
鍵
育
講
に
鍔
す
る
鍵
酬
に
つ
い
て
登
表
さ

劇
驚
。
却
も
、
　
門
道
具
論
畿
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
の
三
胎
よ
り
開
放
さ
れ
㌧

る
な
ら
ば
ア
メ
リ
カ
は
鴬
買
年
二
二
の
蓬
し
さ
を
と
り
戻
す
で
あ
ら
う
。

イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
は
イ
ン
ス
ど
レ
茎
シ
鮎
ン
を
そ
ぐ
も
の
で
あ

右
峨
し
と
軸
轡
解
す
る
マ
リ
潔
ン
の
翫
識
…
を
陶
プ
ジ
グ
で
テ
ィ
ズ
ふ
轟
躰
育
〃
論
の
‘

も
ツ
物
祠
り
し
ヨ
…
鴇
O
O
灘
O
O
臓
一
〇
コ
と
し
て
霜
補
す
る
研
　
、
数
育
力
法
・

幾
達
殿
階
の
分
け
方
．
及
び
將
寒
の
数
育
に
野
す
る
見
解
、
に
…
八
っ
て
詳

し
く
紹
介
。
　
「
彼
の
批
劉
に
も
い
く
つ
か
の
間
題
が
あ
け
、
之
に
鱒
す
る

鷲
轟
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哲
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欝
究
　
簸
罵
買
九
十
蹴
號

反
駁
も
行
は
れ
て
る
ゐ
が
、
そ
の
卿
．
湿
り
隔
と
し
て
指
鋤
す
る
瓶
、
齢
ち

教
育
に
欝
し
て
、
人
間
の
内
面
的
・
精
聯
的
な
ヅ
ァ
ィ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
開

費
に
重
黙
を
既
き
、
雲
際
的
技
能
の
調
藻
よ
り
も
一
般
的
人
鋤
能
力
の
競

登
に
薩
競
を
お
く
べ
し
、
と
す
る
四
兄
解
に
は
聞
く
べ
き
黙
が
あ
る
と
認
つ
へ

る
。
然
し
賢
際
酌
な
教
敷
臼
端
が
渋
に
欝
す
る
考
へ
、
饗
挫
段
階
の
八
刀
け
轟
が
等
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ゴ
な

は
、
幾
渉
滋
義
者
の
解
説
と
大
し
た
憩
泌
は
な
い
や
う
に
謬
盛
。
」
と
甜

論
さ
れ
た
む
炎
申
贋
後
、
　
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ヤ
リ
融
解
の
考
へ
、
・
て
の
申
ギ
、
も

駕」

x
さ
る
べ
糺
難
隔
り
。
囲
。
閏
留
滞
ご
雛
紳
（
永
久
主
震
碧
）
　
の
見
撫
批
、
W
双
び
か
悩
に
糟
遡
｛
，

る
叢
渉
、
煮
驚
箪
帽
の
燃
一
よ
り
の
批
倒
然
．
に
つ
い
で
．
請
濟
繭
ル
．
押
嘗
ふ
。

　
「
部
落
問
題
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
　
　

弘

　
歌
育
の
覗
場
に
常
に
存
雀
し
，
然
も
は
か
ぐ
し
い
鯵
決
を
見
際
い
園

灘
癒
闘
題
と
し
て
、
懸
瀞
滑
問
題
に
つ
い
て
そ
の
笠
欺
を
癩
介
さ
れ
た
。
郎

ち
置
そ
の
脚
猟
壕
…
の
醸
因
、
．
愚
凧
無
礼
的
昏
戚
惣
泌
．
簿
嚇
喉
‘
特
に
験
覇
い
に
執
か
け
る
轡
ハ
蝋
朗
悔

更
鷺
奮
鍔
す
る
一
繊
寅
災
の
知
識
・
態
疲
の
實
軽
萬
査
の
船
儀
に
つ
い

　
　
　
　
ノ

て
譲
じ
，
部
落
間
総
の
撫
っ
て
床
る
撰
、
旧
び
ユ
、
の
解
決
の
織
難
麓
、
算

ら
一
般
人
の
…
醐
の
鰯
濃
彊
に
館
｛
ジ
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
一
戦
々
の
鍛
一
例

を
あ
げ
て
繊
調
さ
れ
、
鰯
瀦
町
育
と
総
さ
れ
る
も
の
は
、
弛
匿
を
澱
象
と

し
て
行
は
る
べ
竈
も
の
で
は
な
く
、
　
一
般
轍
倉
人
に
向
け
ら
簸
る
べ
蓮
も

の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
地
瓢
…
ル
滞
欝
幽
幽
と
｛
ラ
礁
媚
州
ゾ
響
．
は
、
》
、
の
劣
絶
呼
破
纈
の

舞
除
に
重
．
獣
が
お
か
れ
て
る
る
こ
と
を
示
書
れ
、
こ
の
闘
懸
に
讃
す
る
薫

し
い
織
醇
を
纂
望
諏
・
縞
れ
た
ゆ
畿
豪
後
、
貧
際
に
起
つ
た
瞬
髄
、
欝
藍
の
も

　
つ
緯
購
嫁
を
中
心
に
講
諭
を
行
ふ
（
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了
九
時
串
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数
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塩
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的
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河
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憲
轟
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一
燭
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當
鱒
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の
念
蝉
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つ
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で
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礎

　
囎
冨
隙
一
襲
Q
『
3
乙
℃
層
§
ら
．
篇
塾
・
、
、
㍉
鳶
隔
蔑
導
亀
高
遥
礼
h
麟
．
匙

　
と
と
3
窪
♂
◎
ペ
ミ
胤
無
鳶
ら
ミ
鳶
ぜ
ミ
．
ミ
．
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濾
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烈
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ボ
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蜘
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瓢
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澱
轟
に
同
国
エ
響
黙
　
　
　
三
二
忠
　
｝
・

嗜
O
韻
◎
魏
¢
噌
こ
a
畷
O
訓
◎
H
O
Ω
向
Q
掛

蟹
◎
替
回
掛
（
寒
牝
穴
學
）
×
瓢
t
瞬
る
ハ
党
月
）

　
〉
げ
＄
掃
舞
窪
窮
苫
鼠
鷺
曜
〉
ダ
。
罰
零
旨
戸
ズ
賀
傷
ヨ
自
唱
轟

　
1
（
）
二
》
霧
η
二
心
駅
【
隻
潮
回
一
》
き
餐
…
冨
渉
。
霧

　
　
ず
く
診
零
蕉
霧
　
◎
隔
ハ
露
簿
蕎
急
”
瓢
ニ
ジ
　
o
（

　
　
讐
発
。
（
回
…
盛
韓
…
「
三
鯉
㎝
同
ξ
§
副
碧
回
箇
ご
蓉
ぎ
【
⇔

　
　
7
黛
雲
藁
篇
。
門
ρ
一
簿
。
r
T
琴
…
糺
麟
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
．
（
）
ン
詫
嘉
鑑

　
d
…
o
色
熟
賃
睾
8
響
”
我
罫
づ
㌶
舞
ぎ
9
蓉
？

　
　
蓄
多
μ
四
二
（
ギ
『
窟
蜜
聾
［
い
喜
窪
N
嵩
狂
婁
鮮

　
　
ザ
鉱
血
轟
識
剛
・
｝
騨
〆
・
篇
慕
”
騨
鳥
で
》
ガ
孫
鱒
ゲ
O
叩
器
コ

　
　
甥
臥
醤
瀞
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
罫
．
欝
ζ
ぞ
乞
嵩

　
＞
3
昏
で
。
『
抵
塁
＝
ρ
塁
窪
『
昏
§
段
ぎ
㌘
、
髪
μ
岬
ξ
，

　
　
＄
（
誉
需
…
ご
髪
轟
C
o
蒙
調
…
倉
諺
ぎ
鴇
◆
　
　
　
旨
。
尋
黙
錠
三

　
　
　
　
哲
難
研
撹
　
嬢
繋
…
胃
九
十
蹴
號

　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
欝
購
難
誌
論

量
講
殊
穣
娠
撚
騒
擾
愈
）
　
㎝

　
　
　
　
　
（
翻
照
勲
脚
は
乱
丁
鷲
年
論
一
月
）

馨
嵩
霧
無
け
る
難
窪
潔
鑑
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
島
皿
　
允

サ
・
ル
ス
テ
髪
盤
　
　
・
赫
忠
典
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

暫
難
誌
鍮
鉄
齋
細
趨
驚
観
察
）

　
鵜
縄
懸
叩
の
軒
…
瓢
・
脇
山
β
法
　
　
　
　
　
　
　
骨
　
内
　
戴
　
躍

　
　
文
欝
次
　
（
受
益
頗
）

　
　
工
籔
艶
概
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
瓢
　
闘
　
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
シ
ラ
董
の
窯
弾
げ
継
｝
畿
説
　
　
　
　
　
　

敷
　
血
　

一
　
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
i
ナ
イ
…
フ
な
…
鼠
縄
㎜
と
ゼ
ン
チ
メ
ソ
タ
リ
ツ
シ
晶

　
　
　
　
な
次
薮

　
　
ヤ
ス
パ
ー
ス
敬
鰻
の
蕩
息
　
　
　
　
　
　
熊
　
＊
　
“
…
…
郷

　
　
艶
　
槻
　
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
　
鞍
　
頁
　
欝
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
認
謡
鈎
に
蜘
げ
る
賞
黙
的
撒
耀
の
蝋
武
芸
代
四

四
少
チ
ン
澱
⑳
釜
　
　
　
花
鎖
礁
介
…

滋
藤
黙
麟
鵜
野
敏
騰
）
…

　
　
置
寧
申
量
濡
濡
に
於
け
る
鶴
醗
・
鞍
漏
購
宗
の
異
碕
（
廠
）

　
　
　
一
「
騒
ぎ
扁
の
闘
聴
に
つ
い
て
1
　
　
　
獣
　
村
　
瞥
　
二

　
　
融
の
胃
炎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終
騰
凱
篤
簿

婆
纏
擁
藪
筆
規
欝
）

　
　
フ
ッ
セ
ル
の
科
鎌
誇
と
イ
チ
ァ
牲
　
　
　
佐
　
竹
　
誓
　
羅

　
　
フ
ラ
ソ
シ
激
畿
㌦
ス
ア
レ
汎
と
隅
画
法
僻
藤
不
二
男

　
　
　
一
絹
眺
滅
窯
戯
黛
の
一
鱗
究
一

　
　
べ
盲
壷
ω
ウ
ル
フ
と
γ
ン
グ
脚
・
サ
〃
ス
ン

　
　
離
機
総
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澱
獄
鶏
距
費

　
　
　
一
べ
、
オ
ゥ
ル
フ
拶
銃
⑳
翻
欝
に
就
い
て
一

　
　
優
戚
に
翫
け
る
戴
靴
物
踏
の
提
霧
　
　
　
寺
、
本
籍
　
驚

　
　
貰
コ
謹
鯨
グ
ー
ず
鷲
書
　
　
　
　
　
　
　
承
　
松
　
譲
　
一

　
　
　
一
危
畿
と
霜
雛
一
．
．

　
　
欝
一
等
盤
欝
に
虚
け
る
搬
器
の
訳
縦
　
　
訟
　
憲
　
紺
　
購

｝　
　
　
ー
セ
の
購
露
の
騒
鐸
製
に
愚
物
る
獄
撫
一

…冗
一
報
噸
郵
献
隈
暗
影

六
鵬

、

　
摩
笹
欝
欝
に
帰
す
る
一
醗
艶
　
　
　
　
　
訟
　
尋
　
興

　
ー
ル
ア
ン
の
斎
政
に
耽
て
1

　
韓
墨
時
代
汲
び
フ
ラ
ン
凱
鰭
命
蒔
代
に
劇
骨
㌦
っ

　
「
眼
概
」
の
繋
念
　
　
　
　
　
　

小
場
繊
癖
…
．
一

　
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
齋
・
馬
岬
献
嘗
籠
蟻
」
序
諭
　
　
穿
　
潔
　
恒
　
鵜

フ
γ
ウ
ス
ト
の
敵
（
h
　
開
）
　
　
　
　
山
聡
膳
…
．
…
節

　
一
浄
サ
ス
ト
響
の
鰹
一
毫
的
塩
田
一

　
プ
ジ
｝
ン
及
び
γ
ジ
ス
ト
テ
レ
ス
の
館
轍
鋒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霞
　
木
　
光
　
擢

　
臓
浦
黒
俸
齢
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薫
　
　
唐
　
　
　
駿

馨
嚢
矯
蕪
勤
㍊
蟹
徽
麹
亘

嘉
応
三
三
蹴
螢
蘇
脚
堕

　
鐵
轡
鰐
獄
一
項
、
特
に
郵
。
彗
島
【
・
季
夏
鴛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
由
　
伶

　
0
引
回
鴇
、
の
史
的
菰
察
　
　
　
　
　
沸

ヴ
鋤
ジ
ソ
タ
リ
イ
・
チ
墨
ー
ン
に
廓
け
る

蕊
率
醸
蹴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傑

資
畿
使
誌
撒
撃
鉱
の
癒
め
の
舳
観
勘
撫
轟
騰
語
別
　
…
観

讐
埋
羅
貨
と
贅
金
隠
鍛
　
　
　
　
　
　
凱

「
舞
振
分
燐
』
と
賀
幣
艦
鱈
三
二
の
搭
蹴
　
需

騰　　　封．　“頃
簸　　1羨

蕪輝燕一

三
諜
籔
襟
発
頭
警
鐘
膿
）

　
齋
同
ゲ
ル
畔
ン
織
励
歎
塘
め
¢
る
鞠
隙
醗
鷺
｝

　
鷲
寧
露
髄
騨
鯨
に
蜘
け
る
瓢
濁
・
櫻
濁

　
羅
驚
齢
騰
闘
（
下
）

　
…
『
欺
下
篇
の
携
醸
に
つ
い
て
！

　
ソ
懇
弗
に
訟
け
る
串
銑
ア
ジ
ア
の
戴
近

　
の
労
霧
餅
帥
羅
糞
　
　
　
理

蝦
　
米
　
罎
　
器

驚
　
特
鷺
　
二

右

ill

i’t

k　t’
　　tt
　　F


